
平成２９年度 第１２回理事会

日 時：平成３０年３月２日（金） １６：００～１７：００

場 所：特別会議室（つくば市）

Ⅰ．議 題

１．平成３０年度会計監査人の選出について（案）【非公表資料】

２．平成３０年度計画の届出について【非公表資料】

Ⅱ．報 告

１．平成３０年度の森林総合研究所組織改正について

２．平成３０年４月期新規採用の内定状況について

３．クロスアポイントメント制度の実施について

４．平成２９年度に開発した優良品種について

５．林木育種事業６０周年記念シンポジウムの開催概要

６．平成３０年度水源林造成事業における重点的取組の推進について【非公表資料】

７．森林保険センター統合リスク管理委員会（第２回）審議概要【非公表資料】

８．平成２９年度森林保険審査第三者委員会審査概要

９．森林保険センターにおける平成30年度の事業実施体制について【非公表資料】

10．その他

（１）今後の行事予定について

（２）主要行事
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理 事 会 資 料
平成３０年３⽉２⽇

平成３０年度の森林総合研究所組織改正について 

１．調達適正課と管財課の改編 

・現業務体制は、不適正経理処理事案の再発防止策の一環として、平成２７年４月

以降、所要の改編を行ってきたもの。調達及び検収業務を強化し、直接取引の徹

底排除、検収ルーム設置による直接納入の排除等、調達適正化に一定の区切りが

できたところ。

・一方、調達要求業務に関して効率化すべき部分も明らかとなったことから所要

の改編を行う。

・現管財課の契約専門職を調達専門役に振替え、調達積算専門職及び契約係と共に

現調達適正課に移行し調達業務を一元的に実施。

調達適正課を調達課に、管財課を資産管理課とする。 

２．労務調整室の改編 

・現在の２名体制における室員不在時等の不都合解消のため、労務調整室と総務課

において相互補完を図る。

・労務調整室長を労務管理主幹とし、労務管理係長を総務課に配置する。

３．支所等庶務課の名称変更 

・支所等庶務課は、勤務時間管理、職員厚生、会計、物品調達、施設管理、庶務一

般等多岐にわたる業務を遂行。外部に向けた説明のためにも業務内容の的確な表

現が必要。

・各支所、多摩森林科学園の庶務課を総務課に名称変更。

４．組織図（案） 

別添のとおり 

５．実施時期 

平成３０年４月１日
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- 40　-



                                                                             別紙 

改正後 現行 

 調達課         
   ├課長補佐  
    ├調達専門役 

   ├調達積算専門職     
   ├検収専門職 

  ├調達審査係  
   ├契約係    

  └検収係   
 

 資産管理課 

   ├課長補佐  
    │ 

    │  
  ├施設管理専門職    
   ├環境管理専門職    
   ├管財総務係  
    ├物品管理係 

    │        
   ├建築係            
   ├設備係 

   └不動産管理係      
 

 調達適正課      
   ├課長補佐       
    │ 

    │ 

    ├検収専門職     
   ├調達適正係  
    │ 

   └検収係         
                   
 管財課             
   ├課長補佐     
   ├契約専門職   
   ├調達積算専門職    
   ├施設管理専門職     
   ├環境管理専門職    
   ├管財総務係        
   ├物品管理係    
   ├契約係           
   ├建築係           
   ├設備係          
    └不動産管理係     
 

 

改正後 現行 

総務部長  

 ├労務管理主幹 

 │ 

  ├総務課                      
    ├課長補佐                
    ├課長補佐                
    ├役員秘書役           
    ├人事評価専門役       
    ├人事係               
    ├総務係                  
    ├服務係                  
    ├労務管理係             
    └文書係  

 総務部長  

 ├労務調整室         
 │ └労務管理係 

 ├総務課             
   ├課長補佐           
   ├課長補佐         
   ├役員秘書役     
   ├人事評価専門役     
   ├人事係     
   ├総務係         
   ├服務係         
    │ 

   └文書係 

 

改正後 現行 

 

 北海道支所長   
   ├産学官民連携推進調整監       
    ├育種調整監 

    ├地域連携推進室 

 

 北海道支所長   
   ├産学官民連携推進調整監       
    ├育種調整監 

    ├地域連携推進室 
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├総務課

（以下略）

東北支所長

├産学官民連携推進調整監

├育種調整監 

├地域連携推進室 

├総務課

（以下略）

関西支所長

├産学官民連携推進調整監

├育種調整監 

├地域連携推進室 

├総務課

（以下略） 

四国支所長

├産学官民連携推進調整監

├育種調整監 

├地域連携推進室 

├総務課

（以下略） 

九州支所長

├産学官民連携推進調整監

├育種調整監 

├地域連携推進室 

├総務課

（以下略） 

多摩森林科学園

├総務課 

├業務課 

（以下略） 

├庶務課

（以下略）

東北支所長

├産学官民連携推進調整監

├育種調整監 

├地域連携推進室 

├庶務課

（以下略）

関西支所長

├産学官民連携推進調整監

├育種調整監 

├地域連携推進室 

├庶務課

（以下略） 

四国支所長

├産学官民連携推進調整監

├育種調整監 

├地域連携推進室 

├庶務課

（以下略） 

九州支所長

├産学官民連携推進調整監

├育種調整監 

├地域連携推進室 

├庶務課

（以下略） 

多摩森林科学園

├庶務課 

├業務課 

（以下略） 
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理 事 会 資 料

平成３０年３月２日

平成３０年４月期新規採用の内定状況について

平成３０年４月期の新規採用の内定状況について、下記のとおり報告する。

記

１．一般職員

採用予定数 内定者数 備 考

森林総合研究所 ２ ３（１）

林木育種センター ２ １（０）

森林整備センター １６ １６（６）

森林保険センター 若干名 １（１）

計 ２１（８）

２．研究職員

パーマネント 任期付研究員

採用予定数 内定者数 採用予定数 内定者数

森林総合研究所 １０ ５（１） １ ５（１）

林木育種センター ０ ０（０） ０ ０（０）

計 １０ ５（１） １ ５（１）

注：（ ）書きは女性の内数

Ⅱ－２
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理 事 会 資 料 

平成３０年３月２日 

クロスアポイントメント制度の実施について

クロスアポイントメント制度については、第４期中長期計画において研究者の流動

化や人材交流により新たなイノベーション創出を図るため、クロスアポイントメント

制度等を整備するとしているところ。 

 今般、当機構と筑波大学の間において、下記のとおりクロスアポイントメント協定

を締結する運びとなったので報告する。 

 記 

１．相手機関 

国立大学法人筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構 

２．実施に至った理由 

 森林浴や木質環境での活動がヒトの健康に与える長期的な影響を科学的根拠をも 

って客観的に示すためには、疫学研究という集団を対象にした医学的な研究手法に 

よる森林浴の健康増進効果や木質環境の睡眠への影響等の研究を行う必要がある。 

 筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構において実施されているゲノム疫学研究 

は、多目的な評価が可能であるため、森林や木材の健康への影響の評価、睡眠によ 

る生活習慣病予防やメンタルヘルス維持、睡眠メカニズム解明などが可能である。 

 森林総合研究所と筑波大学の両者が連携することにより、睡眠医科学研究機構に 

おいては不足していたヒトを対象にした睡眠疫学研究の発展や学生への指導に寄与 

することができ、森林総合研究所においては医学研究者との連携により、森林浴や 

木質環境の健康効果に関する質の高い研究成果が期待できる。 

３．実施期間 

平成３０年４月１日から平成３４年３月３１日まで 

Ⅱ－３
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平成 29 年度に開発した優良品種について 

林木育種センターでは、平成 29 年度に次の 39 品種を開発しました。今後、都道府県等

の採種園、採穂園等を通じて、これらの普及を図っていきます。

品種の種類（樹種名）
育種基本区

（注１）
品種数

無花粉スギ品種 （スギ） 関 東 １

マツノザイセンチュウ抵抗性品種（アカマツ） 関 西 ６

（クロマツ） 関 東 ５

小 計 １１

マツノザイセンチュウ抵抗性第２世代品種

（アカマツ） 関 西 １７（注２）

（クロマツ） 九 州 １０

小 計 ２７

合計 ３９

（注１）我が国は気候や土壌の違いにより樹種分布が多様なため、全国を北海道、東北、関東、関西

及び九州の５つの育種基本区に区分し、それぞれの地域に適したきめ細やかな新品種の開発・

普及を推進することとしています。

（注２）和歌山県、岡山県、広島県との共同研究により開発したものについて、それぞれ６品種、６

品種、１品種を含む。

マツノザイセンチュウ抵抗性第 2 世代品種
熊本（合志）

クロマツ 35 号

無花粉スギ品種 

林育不稔 2号 和歌山（上富田） 

アカマツ 4号

Ⅱ－４
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林木育種事業60周年記念シンポジウムの開催概要

１．開催日時 平成 30年 2月 16日（金）13:00～

２．開催場所 木材会館 7階ホール（東京都江東区新木場 1-18-8）

３．プログラム

（１）基調講演 「再造林時代の林木育種」

東京大学大学院農学生命科学研究科 教授 井出 雄二

（２）林木育種成果発表

・これまでの品種開発の取組

・林木育種の次世代化に向けて

・林木ジーンバンク事業の成果と今後の方向

・県との連携による第二世代抵抗性アカマツ品種の開発

・特定母樹の普及に向けた取組

・海外における林木育種の展開

・林木育種におけるバイオテクノロジーのこれまでとこれから

（３）パネルディスカッション

テーマ「豊かで多様な森林の恵みを未来につなげる林木育種」

４．参加者数 約 200名

５．開催状況

会場 基調講演

林木育種成果発表 パネルディスカッション

Ⅱ－５
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理 事 会 資 料

平 成 3 0 年 3 月 2 日

森林保険センター

平成２９年度 森林保険審査第三者委員会審査概要

１．概要

国立研究開発法人森林研究・整備機構が行う水源林造成事業に係る森林保険契約に

係る損害評価事務について、外部有識者により損害実地調査及び保険金の算定が妥当

であるかについて審査を行った。

２．開催日時及び場所

日 時：平成３０年２月２２日（木）１３：３０～１５：３０

場 所：森林整備センター役員会議室

３．出席者

（委員）

千葉科学大学大学院 教授 野村 一正

市役所通り法律事務所 弁護士 竹内 克己

日本森林業技術協会森林認証室 高橋 純一

（オブザーバー）

国立研究開発法人森林研究・整備機構 監事 鈴木 直子

（森林保険センター）

森林保険センター 所長 大貫 肇

森林保険センター 保険業務部長 足立 尚人

（事務局）

森林保険センター リスク管理室長 益子美智夫

森林保険センター 保険業務課長 栗山 喬行

４．結果

平成２９年２月～平成３０年１月までに水源林造成事業に対して支払のあった１４

２件について、支払数の多い干害、水害、凍害の中から保険金支払額が大きなものを

３事例と、委員会の場で抽出された３事例の計６事例について審査を行った。

その結果、平成２９年度の水源林造成事業にかかる損害塡補については、実地調査

ならびに保険金の算定に関して特に指摘すべき問題点はなく、適正に処理されており

妥当であるとされた。

Ⅱ－８
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理 事 会 資 料 

平成３０年３月２日 

今後の行事予定について

月  日 研 

究 

水 

源 

保

険 

行 事 名  等 場  所 

  ３月２日 ○ ○ ○ 第１２回理事会 森林総合研究所 

○ 
公開ワークショップ「半炭化技術による木材利用の

新展開」 

奈良県立橿原文化会館小ホール

（橿原市） 

３月３日 
○ 

公開シンポジウム「１２０年ぶりの森の一大イベン

ト 笹の一斉開花で森はどうなる？」

名古屋大学経済学部カンファレ

ンスホール（名古屋市）

３月５日 ○ 多様化する木材の土木利用－四国の実例を語る－ 高知会館（高知市） 

３月６日 ○ シカ被害対策技術交流会 近畿中国森林管理局（大阪市） 

３月７日 
○ 

公開セミナー「これからの森林づくりと林業生産に

向けた技術的課題」 

木材会館（江東区） 

    ３月１２日～２３日 
○ 

林野庁中央展示「森づくりを支える林木育種センタ

ーの成果」 

林野庁 

 ３月２０日 ○ 近畿中国森林技術開発協議会 近畿中国森林管理局（大阪市） 

３月２３日 
○ 

里山広葉樹活用シンポジウム ～里山広葉樹のバ

リューチェーンの構築に向けて～

近畿中国森林管理局（大阪市） 

４月１３日 ○ ○ ○ 第１回理事会 森林総合研究所 

４月２０日 

（予定） 

○ 平成３０年度科学技術週間 森林総合研究所 

一般公開（予定） 

森林総合研究所 

４月２３日 ○ 第１回森林保険運営会議 森林保険センター 

Ⅱ－10（1）
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月　　日 行　事　内　容 出　席　者

２月　９日（金） 【共】第１１回理事会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

１３日（火） 【研】茨城県・筑波地区農林水産研究機関等意見交換会 理事長

１４日（水） 【研】林野庁研究指導課長来訪 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事

１４日（水） 【共】反社会勢力への対応に関する研修会 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事、育種事業・森林バイオ担当理事

１４日（水） 【共】ダイバーシティ推進委員会 企画・総務・森林保険担当理事、法令遵守担当理事

１５日（木） 【共】エンカレッジ推進セミナー 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事

１５日（木） DSO懇話会 企画・総務・森林保険担当理事

１６日（金） 【育】林木育種事業６０周年記念シンポジウム 理事長、育種事業・森林バイオ担当理事、森林業務担
当理事、法令遵守担当理事、両監事

１９日（月） 【保】森林保険センター統合リスク管理委員会 企画・総務・森林保険担当理事、森林保険センター所
長

２０日（火） 【研】森林・林業教育シンポジウム 理事長

２０日（火） 【研・育】研究所等コンプライアンス推進委員会 企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事、育種
事業・森林バイオ担当理事、法令遵守担当理事

２１日（水） 筑波大学女性研究者支援協議会 企画・総務・森林保険担当理事

２２日（木） 【保】森林保険センターコンプライアンス推進委員会 企画・総務・森林保険担当理事、法令遵守担当理事、
森林保険センター所長

２２日（木） 奥原農林水産事務次官講話 理事長、研究担当理事

２３日（金） 【研】退職者リレー講演会 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事

２７日（火） 【研】成果報告会「木の良さを科学する」 企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事

２８日（水） 【育】育種運営会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、育種事業・
森林バイオ担当理事、法令遵守担当理事

２８日（水） 【研】関西支所交プロ現地検討会 研究担当理事

※【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事の略

主要行事（平成３０年２月９日～平成３０年３月１日）
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